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長野県議会議員 上伊那選挙区選出 2期目

県議会報告

決算特別委員会(委員長)について・・・

11/18，19で計10日間の調査が終了。付託さ

れた令和5年度の長野県一般会計及び特別会

計の決算、企業

特別会計剰余

金の処分及び決

算の認定につい

て、12/6に一部

反対もあったが

可決、12/13の

本会議で委員

長報告を行う。

　新年おめでとうございます。日頃から清水まさ

やすの活動に対し、ご支援・ご協力を賜り心から

感謝申し上げます！

　1月25日に新春の県政報告会を開催します。

本当は会費制の懇親会も行う予定でしたが、宮

田村の村長選の選挙日程と重なったため、避け

たほうが良いだろうという判断で懇親会は中止と

なりました。ご予定いただいた皆様申し訳ありま

せん。

　毎回記載していますが、、、この議会だより(活動報告)、街頭活動(街頭県政報告)、県

政報告会やミニ集会などは、皆様に少しでも政治に関心を持って頂いたり、お困りごと

や不安なことを将来に向かって政治の力で解決するイメージを持って頂きたい、、、そん

な想いで続けています。皆様の納めて頂いた税金を使って未来を創るのが政治であり、そ

れを担うのが政治家であり、その政治家は皆様の代表として政治を担っていると考えま

す。私は、皆様の代表として、皆様の役に立つ活動をしたい！と思っています。政治に県政

に関心を持って頂けるようお願いいたします！

　最終原稿が1月6日なので、機を逸した内容もあるかもしれ

ませんがご容赦頂き、最新情報は県のホームページや清水ま

さやすのブログなどでご確認ください！

●県議会11月定例会について

ご挨拶

［議案］

 ●一般会計補正予算 : 1億6,805.9万円

  【6年度総額 : 1兆149億3,776.8万円】

 ●一部改正条例案 8件　●事件案 19件　●専決処分報告は 6件

　  →→それぞれ原案通り可決

●Topic

週に2回（伊北で1回、伊南で1

回どこかで）、街頭県政報告を

行っています(議会中や荒天な

どは中止)。多くの皆さんにご

声援頂き感謝申し上げます！

気が付かないこともあります

が、お許しください！<(__)>）

街頭県政報告

■11/28〜12/13 定例会

総選挙やその結果から国の補正予

算の可決が遅れ、国の補正予算が

反映されていない小規模な補正予

算案でした。1月17日に国予算を

考慮した臨時会が行われます。

12/25 長野県議会発

達障がいの支援を考

える議員連盟で、松本

市にある長野県発達

障がい情報・支援セン

ターを現地調査。発

達障がいの特性につ

いて、もっと広く理解

が進むことで、全ての

人の暮らし易さにつ

ながると確信。

11/27 所属会派新政策議員団で知

事へ65項目の来年度予算要望を行

う。一人一言では、私は観光振興税

(今は宿泊税といった名称)につい

て、地域の切実な声を届ける。

12/16 こんにちは県議会

(広報委員会主催の高校生との意見交換会)

1. 若者の県外流出の実情

2. 10代の政治参加の実際

3. 小中高生にとって必要な施設とは

4. 県内の中等教育(高校)・高等教育に求めるもの

5. 若者のための地域交通の姿

6. 地域の文化の価値と将来を考える

7. 青少年育成条例の検討

について提案頂き、テーマごと活発な意見交換。自ら

の将来、地域の将来をしっかりと考えている高校生

が多いことにとても頼もしく感じました。

県政報告会
1/25(土) 16:30〜

宮田村民会館大ホール

ミニ集会
2/9(日) 飯島町文化館

3/2(日) 箕輪町文化センター
15:00〜16:30

出入り自由

どちらも、予約や事前申込みは必要ありませんので、ご都合

付きましたらお気軽にお越しください！ミニ集会は、来て頂い

た人たちで意見交換する感じの座談会形式です！

県ホームページ 清水ブログ
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●一般質問（全体の14番目、4日の午後登壇）※抜粋

【回答】 ①県庁本庁舎はあと約40年ほど利用する方向で

 　省エネ改修を行う。

 ②今回の県警本部の移転は将来の県庁の

 　建設方針を示唆するものではない。

 ③県庁の所在地は、広く県民の声を聞きながら

 　進めるべき。

 ④これまでも行政機能を長野市だけに配置ということは

 　ないし、集約することが最適とは思っていない。県土の

 　グランドデザインをしっかり考えていくことが必要。

【質問要旨】南北に長い長野県。県庁は北部の長野

市。「もっと南に県庁があればバランスが良いの

に」、「このこと自体南北格差だ」というのは以前か

らある声。しかし今、現在県庁の9階10階にある長

野県警察本部の移転が検討されており、「県庁に近

いところ」という移転方針がでています。なので将

来、県庁を建て替える時は「警察本部の近くに建てる」という方針になる

のでは？と危惧して質問。また、部局や機能移転についても問いました。

1. 県庁の所在地と一極集中について

【回答】 ①人口戦略、共創戦略とリンクし、特に重点的に推進したい

 　取組の補助率をかさ上げする。

 ②地域振興局に総合的な支援窓口を設置して、こうした地域づ

 　り団体の相談・支援機能を県として充実をさせていきたい。

 ③地域で活躍するプレーヤーとのマッチング、資金調達の

 　ノウハウの提供など、県全体のネットワークや知見を

 　最大限活用した支援をする。

 ④費用分担もそれぞれが負担する方向で市町村にもご了承

 　頂いている。

 ⑤事業支援はこれまで同様に3年目まで。

 ⑥申請書類の作成など負担軽減は引き続き検討していく。

【質問要旨】17年間で約4000の自主的・主体的な地域づくり団体を支援

してきた元気づくり支援金について、7年度から大きく制度変更をする予

定。市町村単独で行う事業は市町村で支援し、県はより広域的な連携事

業や人口減少下において真に持続可能な地域づくりなどを支援する方

針。このことにより、地域づくりの取組みが衰退したり、市町村の負担が

増えることを懸念し、質問。

2. 元気づくり支援金のこれまでと今後について

■委員会（環境文教委員会所属）での質問など

●次回定例会の日程（予定）

●2月13日:本会議・開会 ●2月19日、20日:代表質問

●2月21、25〜28日:一般質問

●3月4〜10日:委員会 (総務企画警察委員会は11日も) 

●3月12、13、14日:本会議・役員の選任・閉会

　※土日祝日除く、議事の進行により最終日は繰上げの可能性あり

■補正予算(第4号)の主な内容

Q. 中学校の部活の地域移行、11月から始めた県

の人材バンクの状況について。

【教育委員会関係】

A. 仮設を校地に造ることで解体と建設を繰り返して行うことになる。実施

設計が7年7月にできるので、そこで金額がでる。

Q. 伊那新校の計画変更によって設計費、約4000万円が増額計上された

が、総額はどのくらいの増額となる見込みか?

A. 乗り越えるべき課題、なかなか進まない、校長を長期化するとか、改革

を進めることができる教員を置くなど、人事も考慮する。

O.「ウェルビーイング実践校TOCO-TON(トコトン)」、教育現場から「学

校の仕組み改革」に挑戦ということで、教員の温度差が懸念されるが?

あとがき…… 冒頭にも書きましたが、県政報告会やミニ集会、どなたもご自由に

ご参加ください！ 引き続き、本年もよろしくお願い申し上げます!!

［お知らせ］活動報告は新聞折り込みを基本に配布していますが、ご住所など頂いて
いる方には、年に一度、2月か3月にまとめて郵送しています。もし、ご希望の方がい
らっしゃいましたら下記枠外事務所までご連絡をお願いします。

●その他の活動について（抜粋）

●11月26日

中川村現地調査:

説明を聞きながら質疑

提案で意義を高めたい

●11月29日

中央自動車道渋滞対策促進大会:東京方面だけ

でなく、名古屋方面の渋滞緩和をお願いしたい

●12月14日

育ちと学びの場を考える

フォーラム:学校とフリー

スクールなどの関係の理想形について考える  

●12月19日

主要地方道飯島飯田線の要望活動:

中途半端な箇所の早期延長を要望

●12月24日

国道153号線両小野バイパスの要望活動:生活道

路、緊急輸送道路、中央道の代替道路として要望

●12月25日

児童養護施設

おさひめチャイルド

キャンプさんへ:

グレート無茶議員と

現状について伺い、

子どもたちと

クリスマスイベント

●12月27日

今年最後の街頭県政報告

は南箕輪村の大泉南

他にもあちこちへ伺い、たくさんの方から様々なお話を頂き活動。感謝です!!

私のアクション！ 未来のNAGANO創造県民会議の運営事業費

●人口減少対策の推進 : 1524.4万円

三大都市圏から県内への移住を一層促進するため

の移住支援金の支給に必要な予算を増額

(本年度移住支援金支給件数:432件)

●移住・交流の促進 : 9872.5万円

現在4か所にある消費生活センターを集約して機能を強化するための整備費

《Topic》今議会でも、宿泊税(観光振興税から宿泊税に名称変

更)についてが大きな話題でした。一泊一人300円の定額より定

率、もしくは200円に、減免点を3000円ではなくもっと上げるべ

き、合宿などでも免除すべき、、など様々な意見・要望が出ました

●消費生活センターの機能強化 : 1375.3万円

第3号の補正予算は、10月に衆議院議員選挙関係予算で専決処分されています

急激な人口減少の緩和と人口減少社会への適応を進めるため、

県民や産業界、地域、行政がオール信州で対策を推進する

現在は「電話やオンラインでの相談がほとんど」なので、相談体制の強化を図るために集約

委員会(県民文化健康福祉委員会)でも賛否は割れたとのこと 

A. 人材バンクは一月で70名。県の職員にも指導者登録をお願いしてい

る。大学への声掛け、大学の教育課程の一環でできないか模索している。

企業への働きかけを含め、検討にはもう少し時間がかかる。指導者のマネ

ジメント支援もしていく。

移住支援金について

⇨県職員の指導者については、昨年2月の

　一般質問で提案しました。実現の方向！


